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市との懇談会を１０月３０日（水）、八幡平マウンテンホテルで開催しました。懇談会には、市から

佐々木市長、畠山商工観光課長、中軽米課長補佐、沼田商工労政係長の幹部が、商工会から

は髙橋会長、山田・宮野両副会長はじめ理事・監事が出席しました。 懇談に先立ち、商工会を代

表して髙橋会長から令和 7 年度市補助金要望を中心とする地域商工業振興に関する要望書を

佐々木市長に手渡し、その概要を説明しました。今回は、コロナ禍により蒸発した需要の回復や

燃料等物価高騰で大きな影響を受けている事業者への支援と令和７年度に商工会が実施する商

工業振興対策予算の拡充強化や担い手育成、人財の確保・定着支援、商店街活性化支援の強

化などについて要望しました。  

また、市議会との懇談会を１１月２５日（月）に八幡平ハイツで開催し、工藤議長に地域商工業

振興に関する要望を行いました。今年度は市議会の工藤議長、井上副議長、羽沢産業民生常任

委員長、同外山副委員長、議会及川事務局長、同佐々木議事係長が、商工会からは、髙橋会長、

山田・宮野両副会長、田中事業企画委員長が出席しました。懇談会では、八幡平市中小企業及

び小規模企業振興条例施行後の取り組みについて、岩手山噴火警戒レベル「２」引き上げに伴う

風評被害等の対策について、八幡平市のＤＸ事業の取り組みについてなど活発な意見交換が行

われました。 
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去る１１月２７日（水）に、市商工観光課や市内金融機関３行及び日本政策金融公庫盛

岡支店国民生活事業並びに本会が、市内商工業者における資金需要の現状と今後の見通し

や新型コロナウイルス感染症の利子補給等に関する支援について情報共有を図り、今後の

金融等支援の方向性を検討することを目的に金融等連

絡会議を開催しました。 

今回は、新型コロナウイルス感染症及び原油高・原

材料高の影響による金融支援の方向性や課題について

話し合われました。 

今後より一層、市商工観光課や市内金融機関３行及

び日本政策金融公庫盛岡支店国民生活事業並びに本会

が連携を密にし、市内商工業者への金融や経営支援を

進めていくことを確認し、継続的に金融等連絡会議を

開催していくこととしました。 

 

去る１１月９日（土）～１０日（日）の二日間、㈱オレンジページとの連携事業として

個別商談会を実施しました。先立って八幡平市で行われた生産者訪問（９月９日（月）～

１０日（火））に参加した首都圏飲食店（酛（もと）ＴＯＫＹＯ、セルサルサーレ）並び

に小売店（ＦＯＯＤ＆ＣＯＭＰＡＮＹ 代官山Ｔ－ＳＩＴＥ店）に、八幡平市の生産事業

者３者（㈱わしの尾、㈱ＨＯＲＳＥ＆ＭＵＳＨ、㈱麹屋もとみや）が訪問し、今後の継続

取引に向けた具体的な交渉を進める絶好の機会となりました。 

また、１１月１日（金）～１５日（金）に各店で八幡平市フェアを開催し、酛ＴＯＫＹ

Ｏ、セルサルサーレでは、食材ごとの特徴を踏まえたクオリティの高い料理を提供しまし

た。これにより八幡平食材の新しい食べ方・活用方法を提案していただくことができまし

た。さらに、食材の使用感やお客様の反応などのテストマーケティングを実施し、取引に

おける課題が明確になりました。その結果を踏まえ食材や商材について効果的なＰＲを行

っていきたいと思います。 

セルサルサーレにて商談する 

㈱ＨＯＲＳＥ＆ＭＵＳＨの横浜光孝氏 

ＦＯＯＤ＆ＣＯＭＰＡＮＹ代官山Ｔ－ＳＩＴＥ店での 

八幡平フェアの様子 

金融等連絡会議の様子 
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去る１１月２８日（木）・２９日（金）の一泊二日

の日程で北海道ニセコ町の視察研修を実施いたしま

した。片山健也ニセコ町長より『ニセコ町まちづく

り「町民が主体となるまちづくり」「持続可能な観光

づくり」』と題し、行政は隠すのではなくオープンに

すること。ニセコ町の全予算についての説明書を作

成、全戸に配付することで予算の使途を明確に町民

に示すことなど等貴重なお話をいただきました。 

また、日本ハーモニー・リゾート㈱上原子次郎ジ

ェネラルマネージャーよりニセコアンヌプリ山（標

高 1308m）の裾野に広がる４つの広大なスキー場「ニ

セコユナイテッド」について説明をいただきました。

スキー場は４社で経営をしておりゴンドラの稼働割合

をポイント化し売上配分を行っていることや、パウダ

ースノーを求めて海外客が増大しているとのことなど

のお話を伺いました。 

続いて、ニセコ HANAZONO リゾートに隣接するパー

クハイアットニセコ HANAZONO の原大輔副総支配人よ

り羊蹄山を一望できる高級宿泊施設の説明をいただき

ました。従業員全員英語をはじめ外国語が堪能とのことでこちらの施設も海外客が増大し

ているとのお話でした。 

視察の参加者からは、現地でなくては得られない貴重なお話や施設見学等大変得るもの

が多かった、学んだことを当市でも活かしていきたいなどの声がありました。 

 

去る１０月１９日（土）に、フーガの広場と

西根総合支所駐車場内特設会場にて大更駅前は

ちマルシェ実行委員会の主催により「大更駅前

はちマルシェ 2024」が開催され、青年部も子ど

もたち向けに射的やジュースの屋台を出店いた

しました。 

 当日は雨が降り、あいにくの天気でしたが、

子育て世代など比較的若い方々が多く来場され

ました。青年部のブースには、小学生を中心に

多くの子どもたちが射的に訪れ、列ができるほ

どの盛況ぶりでした。 

 

 

上原子次郎ＧＭによる講話  

射的に並ぶ子どもたちの様子 

片山健也ニセコ町長による講話 
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去る１０月２３日（水）に、当会青年部が幹事とな

り、県央ブロック商工会青年部移動研修会を開催いたし

ました。 

研修会では、安比高原のハロウインタナショナルスク

ール安比校の施設見学や（株）八幡平ＤＭＯの寺田社長

から「観光モデル事業『北東北３県をエリアとするモデ

ル観光地』の取り組み」というテーマでご講演いただき

ました。普段見ることのできない施設や貴重なお話をお

聞きすることができ、多くの参加者から好評を博するこ

とができました。 

 

 

 去る１１月５日（火）に野田村での部員視察研修を実

施いたしました。研修ではホタテの蓄養施設の見学、国

民宿舎えぼし荘ではホタテ養殖集団「荒海団」で養殖に

従事、イタリアンのシェフ、３人のお子さんのお母さん

として活躍している安藤智子さんのご講演、のだ塩工房

の見学、のだ塩作り体験を行いました。地域ブランドと

して高い評価を受けている「荒海ホタテ」は、貝毒の影

響により食べられなかったのは残念でしたが、野田村の

魅力を存分に知ることができた研修となりました。 

 

 
女性部では昨年に引き続き、部員のお店で八幡平市の商品を期間限定

(11/22～12/24)で展示・販売・ご紹介する事業「はち暮コラボ」を開催して

います。今年度は、平舘高校の「八幡平バジルクッキー」の販売のほか、森

のイタリアン La mia mamma では家政科学科で考案したメニューの提供な 

ども行っています。 

＜コラボ実施店＞みどり美容室、Nollegretto、森のイタリアン La mia mamma、峡雲荘 

ミヤノエネルギーサービス、キッチンカフェかっぱ、高原の珈琲工房 NELCAFE 

 そのほか 八幡平バジルクッキー販売 カフェ＆スナック Fika、羽沢製菓 

 

■  
安代支所において現在、経営指導員・経営支援員が常駐していないため、書類等は一旦

お預かりして、本所職員が処理をした後にお返しいたします。会員の皆様にはご不便をお

かけいたしますが、ご理解のほどよろしくお願いいたします。 
 

塩づくりを見学する部員 

移動研修会での視察の様子 


